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 ローマ字転写法は菅原純・アイスィマ＝ミルスルタン(2007: 2-3)に則った。 
ا=a, ە=e, ب=b, پ=p, ت=t, ج=j, چ=ch, خ=x, د=d, ر=r, ز=z, ژ=zh, س=s, ش=sh, غ=gh, ف=f, ق=q, ك=k, گ=g, 
ڭ=ng, ل=l, م=m, ن=n, ھ=h, و=o, ۇ=u, ۆ=ö, ۈ=ü, ۋ=w, ې=é, ى=i, ي=y 
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叙述用法 
(2) u tagh igiz(-dur). 
 この 山 高い(-3.SG)  「この山は高い。」(形容詞が述部) 
(3) u kitab(-dur).   
 これ 本(-3.SG)   「これは本です。」(名詞が述部) 
 
限定用法 
(4) igiz tagh    
 高い 山    「高い山」(形容詞が修飾語) 
(5) yaghach üy    







 以下は赵相如・朱志宁(1985: 37-38)の要約である。 
 名詞には複数接辞・所有接辞・格接辞がつく。 
①複数接辞(-lar/-ler) 
(6) yoldash-lar(同志-PL) 「同志達」 
 
②所有接辞 
私の  -(i/u/ü)m   私達の  -(i/u/ü)miz 
君の  -(i/u/ü)ng   君達の  -(i/u/ü)nglar 
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(7) kichik-ler  aldi-gha  chong-lar  arqi-gha  tizla-nglar. 










非派生形容詞    派生形容詞(-lik, -siz, -ghi など) 




 少し-COMP 「あとちょっと」 
 
③~din ~の用法 
 形容詞に奪格-din を付けて、形容詞を重ねると形容詞の意味が強調される。 
(11) igiz-din  igiz 

























＋↓      ↓－ 
叙述用法の有無    叙述用法の有無 
          ＋↓   ↓－     ＋↓    ↓－ 
       名詞の特徴  形容詞  人称接辞の接続  形容詞以外（副詞等） 
       ＋↓  ↓－       ＋↓   ↓－ 
   形容詞の特徴 形容詞       名詞  特殊形容詞3 
  ＋↓   －↓ 
  形容詞  名詞 
 




















aq(白), qara(黒), kök(青), ala(まだら), yéshil(緑), qizil(赤), uzun(長い), qisqa(短い), sémiz(太い), 
oruq(痩せた), chong(大きい), kichik(小さい), igiz(重い), paqal(軽い), yaxsh(良い), yaman(悪い), 
soghuq(冷たい), temliq(おいしい), temsiz(まずい), eqilliq(知性のある), eqilsiz(知性がない), 
                                                        
3
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küchlük(強い), küchsiz(弱い), hazirqi(現代の), ilgiriki(以前の), nurluq(光の), pulsiz(貧乏な), 
cheksiz(無限の), balajan(子供好きな), aghriqchan(病気がちな), yazghi(夏の), qedimqi(古代の), 
qushtek(鳥のような), uningdek(彼のような), haywandek(動物のような), tarixiy(歴史の), 
diniy(宗教の), asasiy(基本的な), béyjingdiki(北京にある), mektepdiki(学校にある), bitereq(中立
の), bimene(無意味な), issiq(熱い), chirik(腐敗した), qalaq(没落した), bölek(他の), sozuq(楕円
形の), süzük(澄んだ), tejilghaq(滑りやすい), qorqunchluq(恐ろしい), sezgek(敏感な), üskek(角




(14) temliq  tamaq 
 美味しい 料理  「美味しい料理」  限定用法 
(15) bu tamaq temliq. 
 この 料理は おいしい。 「この料理は美味しい。」 叙述用法 
 
2.4.2. 名詞の特徴の有無 
  以下のように例文を作ってもらい、検証した。下線部が検証した語である。 
 
主格 「○○(検証する語。以下○○で表示)は～だ。」で検証。 
(16) aq paqaz rengi. 
 白 綺麗 色 「白は綺麗な色だ」 
属格 「○○の～に～する。」で検証。 
(17) qizil-ning  ust-i-da  sol qol-ingiz-ni qoy-ung 
 赤-GEN  上-3.POSS-LOC 左 手-2.POSS-ACC 置く-IMP 
 「赤の上に左手を置いてください。」 
対格 「○○を～する。」で検証。 
(18) kichik-ni  bozak qil-ma. 
 小さい  いじめ する-PROH 「子供をいじめるな。」 
位格 「○○に～する。」で検証。 
(19) qizil-da  tur-ung. 
 赤-LOC  立つ-IMP 「赤の上に立ってください。」 
与格 「○○が好きだ。」で検証。 
(20) qizil-gha(赤-DAT) amraq(好きだ). 
 赤-DAT   好きだ 「赤が好きだ。」 
奪格 「○○より～が好きだ。」で検証。 
(21) aq-din qara-ni yaxsh kör-i-men. 
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所有接辞 「(～の中の)○○(のもの)を～する。」で検証。 
(22) qelem-ning yaxshi-si-ni  al-di-m(取る-PAST-1.SG). 










































レベル 1 比較級なし(形容詞の分類基準を満たした語) 
レベル 2 比較級を持つ 















hazirqi(現代の), ilgiriki(以前の), qedimqi(昔の),béyjingdiki(北京にある), mektepdiki(学校にある), 




ala(まだら), bimene(無意味な), uzun(長い), qisqa(短い), sémiz(太い), oruq(痩せた), kichik(小さい), 
igiz(重い), paqal(軽い), yaxsh(良い), yaman(悪い), soghuq(冷たい), eqilliq(賢い), eqilsiz(愚かな), 
küchlük(強い ), küchsiz(弱い ), issiq(熱い ), aghriqchan(病気がちな ), maxtanchaq(自惚れた ), 









                                                        
4 例(22) chong  körn-i-du.  
      大きい 見える 「大きく見える」等 
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qushtek(鳥のような), haywandek(動物のような), tarixy(歴史の), diniy(宗教の), asasy(基本の), 


















1, 2, 3: 1, 2, 3 人称／ABL(ablative): 奪格／ACC(accusative): 対格／CAUS(causative): 使役／
COMP(comparative): 比較級／DAT(dative): 与格／GEN(genitive): 属格／IMP(imperative): 命
令／LOC(locative): 位格／PAST(past): 過去／PL(plural): 複数／POSS(possessive): 所有／
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